
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

お子様の放課後の過ごし方アンケート結果報告書 

令和4年度 

佐世保市子ども未来部子ども政策課 

参考資料１ 
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アンケートの概略 

有効回答件数 5,597  

学年 

未就学 531 9.5% 

1 年 890 15.9% 

2 年 869 15.5% 

3 年 904 16.2% 

4 年 819 14.6% 

5 年 767 13.7% 

6 年 780 13.9% 

未回答 37 0.7% 

 

世帯状況 

留守家庭1 2,897 51.8% 

留守家庭以外 2,608 46.6% 

未回答 92 1.6% 

 

                                                      
1 留守家庭……保護者が仕事などで放課後家にいないため、日常的に放課後の見守りができない環境の家庭 

●「お子様の放課後の過ごし方アンケート」実施要領 

 佐世保市の児童の放課後の過ごし方が多様化していることに伴い、その選択肢の１つとして、子ども未来部では「放
課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）」及び「児童センター運営事業」等を実施しているが、今後の事業の方

向性の検討を進めるため、ご家庭における様々なニーズの把握を行うもの。 

【実施期間】令和４年６月２０日（月）～７月１３日（水） 

【調査対象】佐世保市立の小学校・義務教育学校に通う１年生～６年生の児童の保護者 

       令和５年度に就学予定の児童の保護者 

【対象者数】１４，９２６名 

内訳 佐世保市立小学校・義務教育学校児童数 １２，９２７名 

令和５年度就学予定の児童数  １，９９９名  

【有効回答者数】：５，５９７名（回答率３７．５％） 

         内訳 Webアンケート  ４，３７０名   紙媒体による回答 １，２２７名 

【調査方法】市Webアンケート又は紙媒体への記入方式によるもの 

【調査内容】現在の放課後の過ごし方、今後の放課後の過ごし方  

          など１３問程度の設問（うち１２問選択式、１問自由記述） 
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【問 1】現在、学校終了後、お子様は主にどこで過ごしていますか？（複数選択あり） 

放課後児童クラブ（学童クラブ）2 1,378 24.6% 

児童センター（児童館）3 164 2.9% 

自宅もしくは自宅周辺 3,609 64.5% 

塾や習い事 1,315 23.5% 

その他 293 5.2% 

未回答 410 7.3% 

 

 低学年（1～3 年） 高学年（4～6 年） 

放課後児童クラブ（学童クラブ） 1,053 39.5% 299 12.6% 

児童センター（児童館） 96 3.6% 63 2.7% 

自宅もしくは自宅周辺 1,563 58.7% 1,935 81.8% 

塾や習い事 541 20.3% 763 32.2% 

その他 133 5.0% 121 5.1% 

不明 2 0.1% 9 0.4% 

全体 2,663  2,366  

注）学年未回答が一部あるため、「全体」計と「低学年」＋「高学年」の合計は一致しない 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
2 放課後児童クラブ（学童クラブ）……留守家庭の児童に、保護者のお迎え時間まで、生活・学習する場を提供する施設。利用にはクラブの定め

る保育料やおやつ代などが必要 

3 児童センター……児童の健全育成を目的として、いろいろな遊具などを備え、主に放課後や土曜日に児童が自由に遊び楽しく過ごせる施設。登

録の申し込みをすれば無料で利用できる 

※表記の率は低学年・高学年ごとの有効回答数に対する回答数の割合 
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 留守家庭 留守家庭以外 

放課後児童クラブ（学童クラブ） 1,132 39.1% 220 8.4% 

児童センター（児童館） 99 3.4% 63 2.4% 

自宅もしくは自宅周辺 1,391 48.0% 2,186 83.8% 

塾や習い事 628 21.7% 677 26.0% 

その他 178 6.1% 111 4.3% 

不明 257 8.9% 121 4.6% 

全体 2,897  2,608  

 
「その他」 回答事例 

体操教室・スイミング等のスポーツクラブ 

社会体育（バレーボール・ソフトボール・サッカー等） 

祖父母等、親族宅 

親の仕事場（自営業等） 

自宅 

児童センター 

習い事 

放課後デイサービス 

友人宅 

保育所・幼稚園の預かり保育（未就学児） 

公園 

校庭 
 

 

【問 2】問 1 以外に定期的に利用している施設や参加している活動があれば記載してください。

（例、放課後子ども教室＜地域のボランティアスタッフなどが校区ごとに放課後に定期的に

実施している文化活動・交流活動など＞、地域の集まり、子ども食堂等） 

回答事例- 

e スポーツ 

スポーツクラブ（体操教室、スイミングスクール等） 

塾・習い事 

学童・習い事 

社会体育・クラブ活動 

きのこ学童 

子ども食堂 

児童センター 

スケボーパーク 

図書館 

ファミリーサポートセンター 

放課後子ども教室・地域未来塾 

放課後デイサービス 

放課後子ども教室 

 

 

 

※表記の率は留守家庭・留守家庭以外ごとの有効回答数に対する回答数の割合 
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【問 3-1】お子様が小学校低学年（1年生～3年生）の時に学校終了後にどのように過ごさせたい

とお考えですか？（あるいはどのように過ごさせましたか）（複数選択あり） 

放課後児童クラブ 2,643 47.2% 

児童センター 248 4.4% 

自宅もしくは自宅周辺 2,303 41.1% 

塾や習い事 475 8.5% 

その他 175 3.1% 

未回答 108 1.9% 

 

【問 3-2】お子様が小学校高学年（4年生～6年生）の時に学校終了後にどのように過ごさせたい

とお考えですか？（あるいはどのように過ごさせましたか）（複数選択あり） 

放課後児童クラブ 977 17.5% 

児童センター 307 5.5% 

自宅もしくは自宅周辺 3,108 55.5% 

塾や習い事 1,335 23.9% 

その他 165 2.9% 

未回答 127 2.3% 

 

 

※表記の率は有効回答数（5,597 件）に対する回答数の割合 

学校終了後に「過ごさせたい（＝希望）」と「過ごす（＝実際）」に一部乖離がみられる。 

 ●放課後児童クラブ    低学年「過ごさせたい」：47.2％  「過ごす」：39.5％  ⇔ － 7.7％ 

 ●自宅もしくは自宅周辺 低学年「過ごさせたい」：41.1％  「過ごす」：58.7％  ⇔ ＋17.6％ 

                    高学年「過ごさせたい」：55.5％  「過ごす」：81.8％  ⇔ ＋26.3％ 

 ●塾や習い事         低学年「過ごさせたい」：  8.5％  「過ごす」：20.3％  ⇔ ＋11.8％ 

                    高学年「過ごさせたい」：23.9％  「過ごす」：32.2％  ⇔ ＋ 8.3％ 
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「その他」回答事例 

1～2 年生までは児童クラブ 3 年生から自宅 

1 年生時は学童 ２～３年生時は自宅・習い事 

4 年生まで児童クラブで５～6 年は自宅 

5 年生まで児童クラブで 6 年は自宅 

育成会活動の部活 

祖父母・親族宅 

クラブ活動 

スケボーパーク 

スポーツクラブ 

習い事 

放課後デイサービス 

友人宅 

職場 

児童センター 

社会体育 

放課後子ども教室 
 

【問 4】放課後児童クラブの利用状況について 

現在利用している 1,400 25.0% 

現在利用していない 3,842 68.6% 

未回答 355 6.3% 

 
 

「利用している」と答えた方の、児童クラブの運営形態 

 区分 人数 回答者比 

市の委託 673 12.0% 

自主事業 49 0.9% 

不明 678 12.1% 

合計 1,400 25.0% 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用している

25.0%

現在利用していない

68.6%

未回答

6.3%

※表記の率は有効回答数（5,597 件）に対する回答数の割合 

留守家庭の約半数が放課後児童クラブを利用 

留守家庭         ：全体の 51.8％ 

放課後児童クラブの利用状況：全体の 25.0％ 
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【問 5】放課後児童クラブを利用されていない理由について該当するものをすべて選んでください。 

（問 4で「現在利用していない」の方（68.6%）対象）（複数選択あり） 

留守家庭ではないため、利用する必要がない 2,069 37.0% 

校区内及び近隣に放課後児童クラブ等はあるが空きがないため 187 3.3% 

校区内及び近隣に放課後児童クラブ等はあるが方針が合わないため 118 2.1% 

児童センターを利用しているため 104 1.9% 

塾や習い事等に通っているため 719 12.8% 

子どもだけで留守番ができるため 1,137 20.3% 

利用料等の経済的負担が生じるため 759 13.6% 

その他 366 6.5% 

 

 
 

その他 

内容 

1～2 年生利用していた所が 3 年生以降預り不可 

申込みしたが受けられなかった 

3 年生までの制限があった 

親の職場が近い 

学童が閉鎖になった 

学童先生の対応が悪く利用をやめた 

トラブルがあり、利用を断わられた 

放課後等デイサービスを利用している 

祖父母等、親族で対応 

子どもが児童クラブを希望していない 

コロナにより受け入れに制限があった 

コロナ感染が心配 

児童クラブの空き等の情報がわからないため 

祖母が自宅にいるため入会を断られた 

食物アレルギーを持っていて不安 

送迎がない 

祖母に家に来て子どもをみてもらっている 

利用していたが方針が合わなかった 

一人で学童にいかせないといけない 

夏休みなどの長期休暇中のみの利用ができない 

金額が高いわりにサービスがあまりよくない 

お金ばかりとろうとしている 

残業の時など終了時間にお迎えが間に合わない 

持病があったため利用を断られた 

社会体育クラブを利用している 

騒がしい環境がストレスになる 

存在を知らなかった 

校区外かつ不定期利用、高学年等の理由で断られた 

長期休暇のみ学童を利用 

弟が通う保育園で預かっていただける 

必要に応じて在宅ワークが可能になった 

 

 

※表記の率は有効回答数（5,597 件）に対する回答数の割合 
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【問 6】今後、校区内に放課後児童クラブが新設または増設された場合は利用を検討されますか？ 

（問 4で「現在利用していない」の方（68.6%）対象） 

はい 949 17.0% 

いいえ 2,731 48.8% 

 
 

 

 

 

 

 

【問 7】放課後児童クラブをどのくらい利用したいと考えますか？ 

（問 6で「はい」の方（17.0%）対象） 

週 3 日未満 119 2.1% 

週 3 日以上 392 7.0% 

不定期（長期休み等） 551 9.8% 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

はい

17.0%

いいえ

48.8%

対象外・未回答

34.3%

※表記の率は有効回答数（5,597件）に対する回答数の割合

※表記の率は有効回答数（5,597 件）に対する回答数の割合 

放課後児童クラブを利用しない理由として「留守家庭ではない」「子どもだけで留守番ができる」が主な理

由である。 

また、新設・増設に対するニーズは全体的に少数ではあるが、校区によって一定のニーズがある。 
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【問 8】放課後児童クラブが開設される際、どのような形式を望んでいますか？ 

    （問 6で「はい」の方（17.0%）対象）   

小学校の余裕教室の活用 578 10.3% 

小学校近隣の施設の活用 254 4.5% 

自宅付近の施設の活用 234 4.2% 

その他 30 0.5% 

 

 
 

 

 

その他 

内容 

近隣で最低限の設備があればどこでも 

迎えに行く際に駐車場のスペースが確保されていて、小学校や小学校近隣の施設 

公民館など 

自宅付近で、19:00 まで預かってもらえるところ 

小学校の余裕教室の活用 

保育園との併設 

有効活用できるならどこでも良い 

介護施設との併設 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表記の率は有効回答数（5,597 件）に対する回答数の割合 



9 

 

【問 9】児童センターの利用状況について 

利用している 534 9.5% 

利用したいと考えている 795 14.2% 

どちらでもない 4,140 74.0% 

未回答 128 2.3% 

 
児童センターを利用している（支所別） 

支所名 小学校 利用している 利用したいと考えている 

宮 宮 1 1.5% 12 17.6% 

三川内 三川内 3 4.6% 5 7.7% 

早岐 広田・花高・早岐 111 13.3% 119 14.3% 

江上 江上 3 2.5% 20 16.5% 

針尾 針尾 1 1.5% 9 13.2% 

日宇 大塔・黒髪・日宇 83 12.6% 122 18.5% 

本庁 
天神・港・福石・木風・潮見・白南風・小佐世保・祇園・

山手・春日・清水・大久保・金比良・赤崎・船越 
177 11.0% 223 13.9% 

相浦・黒島 日野・黒島・浅子・相浦・相浦西・高島・大崎 52 7.3% 81 11.3% 

中里皆瀬 中里・皆瀬 19 4.4% 53 12.2% 

大野 大野 31 10.0% 41 13.2% 

柚木 柚木 0 0.0% 18 28.6% 

吉井 吉井南・吉井北 11 8.7% 21 16.7% 

世知原 世知原 0 0.0% 2 7.7% 

宇久 宇久 14 93.3% 1 6.7% 

小佐々 小佐々・楠栖 10 6.6% 25 16.4% 

江迎 江迎・猪調 3 3.3% 10 11.1% 

鹿町 鹿町・歌浦 5 5.6% 15 16.9% 

その他・不明  10 6.3% 18 11.3% 

合計  534 9.5% 795 14.2% 
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【問 10】児童センターを利用する理由について、該当するものを選んでください。 

 （問 9で「利用している」「利用したい」の方（23.7%）対象）（複数選択あり） 

留守家庭ではあるが、放課後児童クラブでの見守りは必要ない 125 2.2% 

利用料等の経済的負担なく子どもを安心して遊ばせることができる 888 15.9% 

子どもが児童センターの利用を希望している 323 5.8% 

児童センターの設備や活動内容が魅力的 350 6.3% 

児童センターが家から近く、他に安全に遊べる場所が少ない 268 4.8% 

その他 131 2.3% 

 
 

 

 

支所別 

支所名 

留守家庭ではある

が、放課後児童ク

ラブでの見守りは

必要ない 

利用料等の経済的

負担なく子どもを

安心して遊ばせる

ことができる 

子どもが児童セン

ターの利用を希望

している 

児童センターの設

備や活動内容が魅

力的 

児童センターが家

から近く、他に安

全に遊べる場所が

少ない 

その他 

宮 2 2.9% 11 16.2% 2 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.9% 

三川内 1 1.5% 4 6.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 4.6% 

早岐 19 2.3% 146 17.5% 79 9.5% 59 7.1% 43 5.2% 30 3.6% 

江上 2 1.7% 15 12.4% 2 1.7% 8 6.6% 0 0.0% 4 3.3% 

針尾 0 0.0% 7 10.3% 2 2.9% 5 7.4% 1 1.5% 1 1.5% 

日宇 24 3.6% 142 21.5% 43 6.5% 55 8.3% 37 5.6% 15 2.3% 

本庁 42 2.6% 270 16.8% 100 6.2% 122 7.6% 108 6.7% 34 2.1% 

相浦・黒島 12 1.7% 87 12.2% 38 5.3% 31 4.3% 27 3.8% 10 1.4% 

中里皆瀬 7 1.6% 48 11.1% 10 2.3% 26 6.0% 14 3.2% 6 1.4% 

大野 3 1.0% 46 14.8% 22 7.1% 12 3.9% 10 3.2% 3 1.0% 

柚木 2 3.2% 11 17.5% 2 3.2% 4 6.3% 1 1.6% 2 3.2% 

吉井 4 3.2% 19 15.1% 2 1.6% 9 7.1% 6 4.8% 6 4.8% 

世知原 0 0.0% 2 7.7% 1 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

宇久 0 0.0% 12 80.0% 10 66.7% 6 40.0% 6 40.0% 3 20.0% 

小佐々 3 2.0% 23 15.1% 4 2.6% 2 1.3% 4 2.6% 6 3.9% 

江迎 0 0.0% 12 13.3% 1 1.1% 1 1.1% 2 2.2% 0 0.0% 

鹿町 0 0.0% 15 16.9% 0 0.0% 4 4.5% 1 1.1% 2 2.2% 

その他・不明 4 2.5% 18 11.3% 5 3.1% 6 3.8% 8 5.0% 4 2.5% 

合計 125 2.2% 888 15.9% 323 5.8% 350 6.3% 268 4.8% 131 2.3% 
 

児童センターの利用者数は、決して大きなものではないが、利用する理由として「安心して遊

ぶことができる場」であることが大きな要因となっている 
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その他 

内容 

1 人で家に留守をさせるより安心 

雨の日など遊ぶ場所がなく、子達の交流の場となっている 

色々な事件や事故が増え、低学年の間は留守番が恐い 

学童で利用している 

学校から自宅が遠い為、安全のために 

経済的な負担を考える 

自宅近くに公園等がないので安心安全を考えて利用したい 

児童センターは学童より少ないので、安全にすごせるなら近くでも遠くでも行かせたい 

スタッフの方みなさんの感じがよく、居心地がいい  有資格の職員がいるから安心 

曽祖母も一緒に住んでいるが、祖母・母ともに仕事の帰りが遅い 

長期休暇の時に 1 日 1 人で家に留守は心配 

土曜日などに子供達同士で誘い合って遊んでいる  土曜日親子で遊べる 

みてもらえるならどちらでもよい 

楽しく遊べるから 

子供が行きたいというから 

社会ルールの学び場として 

大人が見守っている所で遊ばせたい 

放課後児童クラブがない  放課後児童クラブに入れない 
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【問 11】お子様の放課後の過ごし方において望むもの（足りないと思うもの）を選んでください。 

       （複数選択あり） 

見守られながら安心して過ごせる場 3,873 69.2% 

（子どもだけで）自由に遊べる場 2,338 41.8% 

思い切り運動できる場 3,197 57.1% 

（学校カリキュラム外の）教育を受けられる場 1,697 30.3% 

さまざまな体験活動ができる場 2,576 46.0% 

住んでいる地域の人との交流ができる場 918 16.4% 

地域を超えたさまざまな人の交流ができる場 585 10.5% 

その他 103 1.8% 

未回答 114 2.0% 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者が希望する放課後の過ごし方のポイント 

「安心」・「「安全」に「過ごす」・「「体験する」・「「遊べる」ことができる場所  
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その他 

内容 

学童費用が 5000 円以下で利用出来るなら利用したい 

現状に満足 

子どもがわからない勉強の部分を教えてくださる方と場所があれば… 

児童センターが近くにほしい 

スポーツを基盤にした児童クラブ 

スポーツ教室の種類が増えてほしい。親の負担が少ないのが良い 

その場合に行ったら誰かがいるような居場所を作って欲しい 

ボール遊びができない公園が多いため、ボール遊びの制限がない場所 

課題が出来る場 

学年に応じて、見守りもありつつ自由に過ごせる場 

近くに児童センターがないので、児童センターも増やしてほしい 

健全な過ごし方ができる。特に夏休み等は 1 日規則正しく生活ができる 

見守りがなくても安心して過ごせる場所 

公園が壊されて駐車場になったので公園がほしいです 

公園が少ないし狭い。公園がないなら学校で遊ばせてほしい 

公園などで自由に身体をつかい遊ばせる場 

公園の遊具が老朽化で全て撤去されてしまっているので、せめてブランコだけでも設置して欲しい 

子ども同士のトラブルにも毅然と対応できる大人がいる場 

社会性のある人との交流 

宿題を見てくれる場 

清潔な場所、安全な場所。学童の選択肢がないので、選択肢を増やしてほしい 

地域と関わりを出来るだけ持ちたくない 

地域の方との交流、家族以外の世代の方たちと接するのはとても良いと思うが、親の知らない人と交流する

のが怖い 

留守家庭以外の児童の急な見守り者不在時の対応場所 
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【問 12】放課後のお子様の過ごし方について、何かご意見等があれば記入してください。 

自由記載 - - 

意見集約 

    No. 内 容 件数 

児 

童 

ク 

ラ 

ブ 

施 

設 

1 長期休暇のみ（土曜日のみ）利用できる施設がほしい 58 

2 学童クラブや児童センター等の情報を知りたい（わからない） 18 

3 開所時間の延長（平日・長期休暇ともに） 14 

4 児童クラブを増やしてほしい（少ないと思う） 14 

5 学校内に施設があるといい 12 

6 定員に空きがないということで断られることがないようにしてほしい（入学時等） 12 

7 児童クラブで習い事などできればなおいい 7 

8 学童クラブで宿題（勉強）をみてほしい（ただ自由時間というだけでなく） 6 

9 日・祝日も利用できるところがあるといい 4 

10 学童クラブや児童センターまでスクールバスのようなものがあればいい 4 

11 校区外の学童を利用できるようにしてほしい 3 

12 就労者や求職者以外も児童クラブを利用できるようになるといい（乳幼児がいる場合ﾘﾌﾚｯｼｭのためなど） 2 

13 児童クラブの支援員数を増やしてほしい 2 

14 幼稚園が運営しているクラブにおいて卒園生優先といわれ利用できなかって 2 

15 1 年生から 6 年生まで活動内容が同じではなく、学年に応じた活動ができるのか気になる 1 

16 校区内の学童クラブに入れず、校区外の学童クラブに通った 1 

17 24 時間あずかれる学童クラブ、保育所がほしい 1 

18 施設には余裕のある駐車スペースの確保を 1 

利 

用 

料 

1 利用料が高い（兄弟児助成等がほしい） 41 

2 児童クラブの日割り（時間払い）で利用料払いができるようになればいい 8 

3 高学年は利用時間が短くなるので、低学年と一律の利用は検討してよいのではないか 3 

4 学童の無償化（幼稚園の無償化と同じように） 2 

5 校区により学童の充実ぶり（利用料）に差がある 2 

6 児童クラブの延長時間の利用料が高い 1 

7 共働きが過半数を占めるなか、どの親子も公平的経済負担するべき 

（市からの助成の有無の区別をするべきではない） 

1 

そ 

の 

他 

1 学童は必ず預けられるわけではないので不安（未就学児） 12 

2 放課後児童クラブに行くなら習い事をさせたい（させている） 4 

3 高学年の児童は帰りが遅なるので、障がいや特別な家庭の事情がない限り必要性はあまり感じない 3 

4 学童クラブ異学年の交流ができるのでいい経験 3 

5 学童クラブで長期休暇の時に、お弁当の注文ができるとよい 3 

6 ケガをさせられた 2 

7 学校が臨時休校になった時、学童も休みというのは困る（急な休校時預けられるよう支援してほしい） 2 

8 市のホームページの情報が少ない（対象の小学校、利用料、開設時間等記載してほしい） 2 

9 児童クラブの過剰な気配りは、預けて当たり前、してもらって当たり前という考えの保護者を増長させ

ているように感じる 

1 

10 指導者や経営者の質の評価をし、改善に努めれるシステムがあると安心 1 

11 学童が保護者会運営のため、役員になると仕事との両立が大変で保護者の負担になる 1 

12 幼稚園・保育園が学童を担う制度を変えてほしい 1 

13 アンケート調査の対象年齢を引き下げ、長期的な計画が考察できるようにしたがよい。 1 

14 学童があり助かっている 1  
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    No. 内 容 件数 

児 

童 

セ 

ン 

タ 

ー 

施 

設 

1 学校の近く（徒歩圏内）に児童センターが欲しい（学校や家から遠い。校区になく不公平） 41 

2 学校内に施設があるといい 12 

3 児童センターに学校から直接行けるようになるといい 11 

4 児童センターの開所時間を長くしてほしい（長期休暇の時、朝 8：30～にしてほしい） 7 

5 利用料がかからず、幼児の兄弟も一緒に遊べるので、児童センターを利用している 5 

6 長期休暇中、児童センターで昼食ができるようにしてほしい 4 

7 学童クラブや児童センターまでスクールバスのようなものがあればいい 4 

8 児童センターはその周辺の子しか利用できないため不公平感がある 

（児童クラブがある現在は必要ない） 

3 

9 施設には余裕のある駐車スペースの確保を 1 

そ 

の 

他 

施 

設 

1 遊ぶ場所（公園など）に制限がありすぎる（自転車・ボール遊び禁止等）、のびのび体を動かして遊べな

い 

31 

2 近くに遊ぶ場所（公園）がない。子供たちだけで安全に遊べる広場や公園が欲しい 

（自宅で過ごす子どものことも考えてほしい） 

27 

3 放課後の小学校を開放するなどし、勉強や遊び等自由に過ごせる場として使用できるようにしてほしい

（校庭の開放や兄弟を待つための教室開放をしてほしい） 

23 

4 子どもの家のような気軽に行けて、安心安全に過ごせる環境（場所）が欲しい（コミュニティセンター

の使用など） 

23 

5 天候に左右されずに遊んだり勉強できる施設があればいい 11 

6 長期休暇に給食ありで利用できる施設を造ってほしい 4 

7 学生やボランティアで勉強を教えてくれる方を募り、公民館など子供たちが勉強する場があるといい 4 

8 放課後子ども教室を利用している 3 

9 障がいやアレルギーを持つ子どもが活動できる施設（学童）なかなかなくて困る。 3 

10 就労していなくても、一時的に預けられるような施設があるといい 2 

11 子ども 110 番の家が少ない 1 

12 通学路に街灯が少ない（赤崎地区） 1 

そ 

の 

他 

1 親が家にいる家庭は、留守家庭の子どもたちのたまり場になったりと負担 5 

2 安心して子供だけで遊ばせられない世の中になっている 3 

3 どちらかの親が家庭にいれる世の中になってほしい 3 

4 学校外で周囲とのかかわりがない 2 

5 PTA 活動として、「放課後ふれあいルーム」の実施があり参加している 2 

6 こども達が安全に自然に触れ合える場所がたくさんあるといい 1 

7 教育委員会が機能していない 1 

 

 


